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第２回白山市教育委員会会議録 

 

１ 日 時 平成２９年３月１日（水）午後３時 

 

２ 場 所 白山市役所本庁舎４階 ４０２会議室 

 

３ 出席者 

教育長       松井 毅       

教育長職務代理者  橋本 外志 

教育委員      水洞 満子      

教育委員      喜多 広司 

教育委員      北田 朋幸      

教育委員      竹内 千恵子 

 

４ 事務局 

   教育部長           松田 辰夫    

教育総務課長         中  英俊 

   学校教育課長         中村 治郎    

生涯学習課長         徳井 孝一 

   文化財保護課長        髙橋 由知    

スポーツ課長         東  俊昭 

子ども相談室長        新谷  薫    

松任図書館長         中村 久昭 

   松任図書館図書サービス課長  大宮 英幸    

美川図書館長         川口 幸寛 

   鶴来図書館長         中村 泰広    

白山恐竜パーク白峰館長    西本  隆 

 

書記職氏名 

   教育総務課課長補佐      山田 純一   

教育総務課庶務係長      河奥 裕子 

 

５ 案件 

議案第２号 平成２８年度白山市一般会計補正予算（教育費）について 

議案第３号 平成２９年度白山市一般会計予算（教育費）について 
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議案第４号 石川小学校大規模改造・増築工事（建築）請負契約について 

議案第５号 笠間中学校大規模改造工事（建築）請負契約について 

議案第６号 北辰中学校大規模改造工事（建築）請負契約について 

議案第７号 白山市立小学校及び中学校通学区域の一部変更について 

議案第８号 白山市指定文化財の指定について 

議案第９号 白山市立公民館条例の一部を改正する条例について  

 

６ 議事の経過等 以下のとおり   

  松井教育長の開議あいさつに続いて、議事録署名委員として本教育長職務代理者を指名した。 

  諸般の報告について、教育部長より教育長が出席された主な行事の概要について報告した。 

    ■主な行事の概要 

     ・１月２９日 

第１２回白山市室内ジュニア水泳競技大会 

第１２回白山市民体育大会冬季大会スキー競技会 

・２月７日 

第７２回国民体育大会冬季大会スキー競技会及び 

第６９回石川県民体育大会冬季大会スキー競技会激励会 

・２月１５日 

感性のびのび俳句大会表彰式 

・２月２５日～２６日 

第６９回石川県民体育大会冬季大会スキー競技会 

・２月２８日 

図書館を使った調べる学習コンクール全国入賞報告会 

 

本日の議題について審議に入り、議案第２号、議案第３号、議案第４号、議案第５号、議案第６号、

議案第７号、議案第８号、議案第９号について説明、質疑応答が行われ、原案どおり承認し、閉会

した。 

 

【案件の説明および諸報告について】 

 案件について、事務局より説明・報告し、原案どおり承認された。 

 

【主な質疑・応答の内容について】 

○議案第３号 平成２９年度白山市一般会計予算（教育費）について 

（竹内委員） 

   「学びの組織的実践推進事業」並びに「能動的学習推進事業」で推進校が挙がっていますが、

これらは学校の方から「こういうことをやりたい」という計画が挙がってくるのか、あるいは
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市から推薦して「推進して下さい」と予算付けをしていくものなのかをお尋ねします。 

 （中村学校教育課長） 

   学校の方から自発的にということではありません。県と協議をして、推進校、研究校を決定

し、市から学校に「こういう事業をするように」と連絡しました。 

 （竹内委員） 

   わかりました。ありがとうございました。 

  

（水洞委員） 

   道徳教科書指導書等購入費は去年なかったということは、今度新しくなるということですか。

それと特別支援教育支援員の配置人数が４９人ですが、平成２５年度は３２人で少しずつ増え

て４９人になっています。この４９人は、充分な人数なのか、まだまだ足りないのか、今後と

も増えていく感じがあるのかを質問します。 

絵本ワールド開催の負担金がなくなったというのは、その事業自体がなくなったということで

すか。 

（中村松任図書館長） 

   絵本ワールドの関係ですが、毎年クレインで実施しておりました。２８年度は、年度当初に

開催負担金１００万円を実行委員会に出していたのですが、主催者から、年度当初に今年度は

中止と連絡があり、開催していないということです。 

 （中村学校教育課長） 

   特別支援教育支援員の４９人が妥当であるかとのご質問ですが、委員が言われた通り平成 

２５年度は３２人で、毎年数人ずつ増えてきて４９人です。２５年度の３２人の時は、３６０

人の支援を必要な児童生徒がいると考えました。来年度については、５７７人の支援の必要な

児童生徒がいると考えています。この人数だけではなく、他の要因も考慮し、配置を決めてお

ります。今、充分かどうかについては、正直なところ充分とは言えないと認識しております。 

   ２点目は、道徳教科書指導書等購入費です。３２年度から指導要領が変わりますが、３０年

度から道徳の特別な教科を前倒しして行います。指導書に関しては、前年度末に購入すること

になっていますので、小学校については２９年度予算で計上してあります。中学校は、１年遅

れて３０年度になります。 

 

（水洞委員） 

   松任文化会館が使えない時に、市教育センターや市 P連、国際交流サロンとかの引っ越し先

はもう決まっているのでしょうか。 

（松井教育長） 

   まだ調整中ですね。  

（松田教育部長） 

まだ調整中です。 
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（水洞委員） 

  教育センターはずっと開いていますよね。 

（松井教育長） 

  もちろん。 

（松田教育部長） 

  教育センターは、今４階と５階を使っています。もしその場所が使えないとなれば、代替え

の場所を１年間でもいいからあてがうことを考えています。まだ正式には発表できませんが、

そういう状況です。 

 

 

  

 


